
2009 年 5 月

2009 年 7 月

2009 年 3 月

2009 年 10 月

2009 年 11 月

2009 年 3 月

2009 年 7 月

2009 年 10 月

2009 年 7 月

Lutz, C. ed  The Bases of 
Empire: The Global 
Struggle against US 
Military Posts. Pluto Press. 
pp.243-269
共著 : Suzuyo Takazato

君島東彦編『平和学を学ぶ人
のために』91-108 頁
世界思想社

“Interrogating Okinawa” 
Conference
シェフィールド大学（英国）
2009 年 3 月 6 日～ 7日

Northeast Asia Women ’s 
Peace Conference　ジョー
ジ・ワシントン大学（米国）
2009 年 10 月 8 日

日本平和学会秋季研究大会
立命館大学
2009 年 11 月 28 日

Columbia University Peace 
Education Center 
Colloquium  UN Plaza＆
Interchurch Center, New 
York.  2009 年 3 月 9 日，10 日

同時代史学会例会　立教大学
2009 年 7 月 11 日

大阪女学院大学国際共生研究
所開設記念シンポジウム
2009 年 10 月 21 日

『インパクション』169 号
1-6 頁　インパクト出版会
（共著：高里鈴代）

秋林　こずえ

＜論文＞

“Okinawa: Women’s Struggle for 
Demilitarization”

「ジェンダーと平和」

＜研究発表＞

“Transnational Network of Peace Movements and 
Peace Action of Okinawan Women”

“Toward Peace in Northeast Asia: Japan”

「“ 東アジア ”の国境を越えた女性平和運動―脱軍事
化と家父長制」

＜講演＞

“Gender and Demilitarization”

「ジェンダーの視点から考える “戦後 ”―沖縄からの
声―」

「女性の人権―平等・発展・平和をめぐって」
（パネリスト）

＜その他の執筆活動＞

「米軍基地反対運動のグローバルな連帯を模索―“帝
国抜きの安全保障 ”会議」

研究活動一覧
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2009 年 10 月

2009 年 2 月

2009 年 5 月

2009 年 10 月

2009 年 11 月

2009 年 5 月

2009 年 10 月

2009 年 4 月

2009 年 12 月

2009 年 12 月

2009 年 3 月

2009 年 3 月

『季刊ピープルズ・プラン』
48 号　90-96 頁
ピープルズ・プラン研究所
（共著：高里鈴代）

晃洋書房

同文舘

『世界経済評論』Vol.53 No.9
世界経済研究協会
2009 年 9・10 月号

『立命館経営学』48 巻 4 号
pp.1-22　立命館経営学会

丸川知雄，中川涼司編『世界
経済評論』Vol.53 No.5 pp.66-
67　世界経済研究協会
同友館

一井昭，渡辺俊彦編 『李刊　
経済理論』46 巻 3 号　pp.89-
91 経済理論学会
中央大学出版部

『京都の科学者』№ 162
日本科学者会議

有信堂高文社　1-232 頁

木鐸社

『国際安全保障』第 36 巻 4 号
61-82 頁　国際安全保障学会

『立命館大学人文科学研究所
紀要』92 号　163-175 頁

「第 7回「軍事主義を許さない国際女性ネットワー
ク」会議 inグアム」

朝日　稔（関下　稔）

＜著書＞

『国際政治経済学の新機軸―スーパーキャピタリズ
ムの世界―』

『東海地域と日本経済の再編成―地域経済、グロー
バル化、産業クラスター』

＜論文＞

「危機と混迷からの脱却を模索する現代世界」

「オバマ政権の新外交戦略と日米同盟―スマートパ
ワー・戦略的パートナーシップ・体制的従属国―」

＜書評＞

『中国発・多国籍企業』

『現代資本主義と国民国家の変容』

＜講演＞

「世界金融危機と日本経済の行方」

足立　研幾

＜著書＞

『レジーム間相互作用とグローバル・ガヴァナンス
―通常兵器ガヴァナンスの発展と変容』

『現代社会集団の政治的機能：利益団体と市民社会』
（共著）

＜論文＞

「オスロ・プロセス―クラスター弾に関する条約成
立の含意」

「グローバル化の進展と国際関係における国家‐
NGO関係の変容」
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2009 年 3 月

2009 年 11 月

2009 年 6 月

2009 年 6 月

2009 年 9 月

2009 年 10 月

2009 年 4 月

2009 年 3 月

2009 年 8 月

2009 年 9 月

2009 年 3 月

2009 年 12 月

Journal of Ritsumeikan 
Social Sciences and 
Humanities, Vol.1, 2009, 
pp.127-136

日本平和学会 分科会：公共
性と平和　於：立命館大学　
2009 年 11 月 29 日

International Panels and 
Symposium,　International 
Panel 2: Human Security 
and Canada’s Experience
明治大学　2009 年 6 月 13 日

立命館大学
2009 年 6 月 15 日

国立民族学博物館
2009 年 9 月 13 日

日本政治学会　分科会 C6
於：日本大学
2009 年 10 月 11 日

プラチナ BOOKS
主婦と生活社

『立命館平和研究』　第 10 号
立命館大学国際平和ミュージ
アム

『日本の科学者』Vol.44  No.8
日本科学者会議

『日本の科学者』Vol.44  No.9
日本科学者会議

『立命館平和研究』　第 10 号
立命館大学国際平和ミュージ
アム

『私にとっての加藤周一』
白沙会・編　かもがわ出版

“Changing Roles of NGOs in the Age of 
Globalization: A Case Study on Conventional 
Weapons Governance”

＜学会発表＞

「9.11 後の通常兵器規制をめぐる国際規範の展開―
クラスター弾問題を中心に」

＜その他の研究活動＞

“Opening up a new vista of Canadian Studies”
（国際シンポジウム・パネル司会）

International Workshop: Creating Sustainable 
Peace: Global and Local Challenges
（国際ワークショップ・総合司会）

日本カナダ学会　セッションⅢ（外交）（学会司会）

民主化・内戦・国際規範―秩序の形成要因（学会討
論者）

安齋　育郎

＜著書＞

『あなたは、だまされている！』

＜論文＞

「広島高等裁判所における原爆症認定集団訴訟のた
めの証言」

「平和概念の発展」

「科学者の社会的責任と日本科学者会議」

＜報告＞

「第 6回国際平和博物館会議の特徴と成果について」
（共著）

＜その他の文筆活動＞

「最高の激励の言葉」
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2009 年 2 月

2009 年 5 月

2009 年 8 月

2009 年 11 月

2009 年

2009 年 12 月

2009 年 3 月

2009 年 1 月

2009 年 1 月

2009 年 2 月

2009 年 4 月

『上方芸能』171 号
上方芸能編集部

『上方芸能』172 号
上方芸能編集部

『上方芸能』173 号
上方芸能編集部

『上方芸能』174 号
上方芸能編集部

The Japan Society of 
International Economics, 
The International Economy, 
no.13, 2009, pp.15-22.

『「青島戦ドイツ兵俘虜収容
所」研究』第 7号　青島戦ド
イツ兵俘虜収容所研究会
（鳴門市ドイツ館）

『生活文化研究』第 15 号
13-31 頁
日本比較生活文化学会

David Peaty　金星堂

Confronting the Issues
デビット・ピーティー著
金星堂

Professonal 21 研究会　立命
館大学衣笠セミナーハウス第
3会議室　2009 年 2 月 8 日

Professional 21 研究会　東
京国際大学早稲田キャンパス
第 1会議室   2009 年 4 月 4 日

「“ 国境無き奇術師団 ”の活躍」

「居酒屋での加藤周一さんの教え」

「食品サンプルと芸術品の間」

「のりピー、マンモス大事件」

板木　雅彦

＜論文＞

"The birth of international surplus capital and 
after"

井上　純一

＜論文＞

「三人のボーネル兄弟の日本―牧師館の子
Hermann Bohner (2)―」

及川　正博

＜論文＞

「サッカー・ディベート（六角ディベート）で憲法
を闘論 ―『現行日本国憲法無効論』を巡って」

＜編注書（英文テキスト）＞

Confronting the Issues

＜翻訳＞

『世界と向き合うための 12 章』

＜研究会＞

「アーサー・ミラーの見た 1929 年 10 月の世界恐慌」
（口頭発表）

「1929 年 10 月の世界恐慌と 2008 年 9 月の世界恐慌
の比較考察」（口頭発表）
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2009 年 6 月

2009 年 11 月

2009 年 6 月

2009 年 7 月

2009 年 10 月

2009 年 12 月

2009 年 11 月

2009 年 3 月

2009 年 3 月

2009 年 10 月

日本比較生活文化学会・西日
本春季定例研究会　立命館大
学　諒友館 K823 号教室
2009 年 6 月 6 日

第 25 回日本比較生活文化学
会研究発表大会　京都産業大
学文化学部 11 号館 11304 号
教室　2009 年 11 月 28 日

Lutz Mez, Mycle Schneider 
and Steve Thomas eds., 
“International Perspectives 
on Energy Policy and the 
Role of Nuclear Power” 
Multi-Science Publishing  
pp.123-140

低炭素都市推進協議会グリー
ン・エコノミーＷＧ　京都商
工会議所　2009 年 7 月 23 日

京都市技術管理委員会技術研
修部会　2009 年 10 月 30 日

地球環境イニシアティブ
（GEIN）　2009 年 12 月 2 日

『京都新聞』
2009 年 11 月 20 日

『グローバル化とリージョナ
リズム』御茶の水書房

『立命館国際研究』
第 21 巻第 3号  pp.139-167
立命館大学国際関係学会

『立命館国際研究』
第 22 巻第 2号　pp.1-24
立命館大学国際関係学会

"Murakami Haruki and the Unconscious"
by Mattew C.Strecher (Associate Prof. of Winona 
State University, U.S.A.)（司会）

"Comics,Con-men and Conservatives:Image of the 
Cockney in British Popolar Cinema" by Robert 
Cross (Professor, Doshisha University)（司会）

大島　堅一

＜著書＞

"Nuclear Power in Japan – Top Priority of 
National Energy Policy"（分担執筆）

＜講演＞

「地域発の温暖化防止システムを構築する」

「気候変動問題と自治体政策　─戦略的政策形成の
すすめ─」

「再生可能エネルギー普及と電力料金のグリーン改
革」

＜その他の文筆活動＞

「私論公論　低炭素社会へインフラ整備を」

小木　裕文

＜論文＞

「華人ネットワークの変容」

奥田　宏司

＜論文＞

「ドル建貿易赤字、投資収益収支黒字、「その他投資」
の増大―2005 年～ 07 年の日本の国際収支構造―」

「米経常赤字のファイナンスと対外債務・債権の概
念上の区分―アメリカ国際収支表の見方の再検討
―」
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2009 年 10 月

2009 年 6 月

2009 年 10 月

2009 年 10 月

2009 年 2 月

2009 年 6 月

2009 年 6 月

2009 年 10 月

2009 年 3 月

2009 年 5 月

比較経済体制学会
立命館大学（BKC）
2009 年 10 月 24 日

『立命館国際研究』
第 22 巻第 1号　pp.19-88
立命館大学国際関係学会

『立命館国際研究』
第 22 巻第 2号　pp.25-100
立命館大学国際関係学会

『潮』2009 年 11 月号特集「核
廃絶」への道　136-139 頁
潮出版社

アジア高齢者福祉研究会
於：キャンパスプラザ京都
2009 年 2 月 7 日

東アジア研究会
於：龍谷大学　紫英館

日韓国際セミナー「社会的再
生産と移民労働―東アジアの
現場から」於：立命館大学朱
雀学舎

アジア世界遺産都市会議
於：ペナンヘリテイジトラス
ト（PHT）マレーシア

JICA＆立命館大学ベトナム
障害児支援プロジェクト
於：ベトナム　ハノイ師範大
学

葛城市ボランティア連絡協議
会総会記念講演
於：葛城市総合福祉センター

＜学会発表＞

「現代国際金融とドル体制の現局面」

夏　剛

＜論文＞

「从国家标志的意识－形态及权力结 的机制－特征
比较中国、日本及世界的 “ 中控・顶控 ” 与 “ 中空・
顶空 ”(1)」

「从称谓 “ 魔杖 ” 管窥中国政要心迹及中国社会规则
（上）̶̶《晚年周恩来》、《毛泽东私人医生回忆录》、
《毛家湾纪实》、《国家的囚徒》、《大红灯笼高高挂》
等禁域・深宫话语联析」

桂　良太郎

＜論文＞

「「戸田城聖原水爆禁止宣言」の歴史的意義」

＜研究発表＞

「アジアの高齢化問題の現状と課題―ベトナムの家
族の未来像に焦点をおいて―」

「アジアの高齢化問題の現状と課題―アジアの家族
構造に焦点をおいて―」

「アジアの高齢化問題の現状と課題―ベトナムとシ
ンガポールの介護事例から―」

「ペナン世界遺産都市会議」に参加して―7つの融
合をめざして―

＜講演＞

「ソーシャルワーク論―欧米とアジアのソーシャル
ワークの役割と仕組みについて―」

「ボランティア活動をとうして得られること―ゆめ・
ゆとり・ゆうき―」
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2009 年 1 月

2009 年 6 月

2009 年 6 月

2009 年 11 月

2009 年 3 月

2009 年 4 月

2009 年 7 月

2009 年 3 月

2009 年 5 月

人間科学研究所『えっせい』
立命館大学人間科学研究所

『福祉のひろば』
2009 年 7 月号　68-69 頁
総合社会福祉研究所
社会福祉法人大阪福祉事業団

『立命館国際研究』
第 22 巻第 1号　pp.1-17
立命館大学国際関係学会

黒人研究の会　神戸市外国語
大学・楠ヶ丘会館（同窓会館）
2009 年 11 月 28 日

『今後の展開についての提言
書―インターンシップ研究会
報告書―』 pp.45-78　立命館
大学発行（財団法人 大学コ
ンソーシアム京都 編集協力）

日本農業経済学会　筑波大学

世界思想社

『立命館国際研究』
第 21 巻第 3号  pp.169-179
立命館大学国際関係学会

『歴史地理教育』744 号（2009
年 5 月号）10-15 頁
歴史教育者協議会

＜その他の文筆活動＞

「K」のパラダイム―官制から感性へ―（研究ノート）

「アジアの社会福祉から学ぶこと―シンガポールの
智恵から―」（研究ノート）

加藤　恒彦

＜論文＞

「Strength to Loveを読む：公民権運動とキング牧
師のキリスト教思想」

＜学会報告＞

「イギリスで学んだこと―ブラック・ブリティッシュ
文学と多民族国家イギリスの現在」（研究報告）

河村　律子

＜論文＞

「過年度修了生アンケートから見るインターンシッ
プの状況」

＜学会発表＞

「日本の消費者にみる食品由来リスクの知覚構造」

君島　東彦

＜著書＞

『平和学を学ぶ人のために』（編著）

＜論文＞

"Peace in East Asia and the Japanese 
Constitution: A Reexamination 60 Years After Its 
Making"

「多面体としての憲法九条──脱神話化と再構築」
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2009 年 7 月

2009 年 11 月

2009 年 6 月

2009 年 6 月

2009 年 11 月

2009 年 6 月

2009 年 6 月

2009 年 8 月

2009 年 1 月

2009 年 8 月

2009 年 4 月

Societies Without Borders 
Volume 4-2, pp. 105-116 
(Leiden, The Netherlands: 
Brill)

Peace Studies Bulletin No. 
28, pp. 12-16 (Peace Studies 
Association of Japan)

日本平和学会春季研究大会
「憲法と平和」分科会
於・恵泉女学園大学
2009 年 6 月 13 日

日本平和学会春季研究大会
部会 III
於・恵泉女学園大学
2009 年 6 月 14 日

日本平和学会秋季研究集会
部会 III
於・立命館大学衣笠キャンパ
ス　2009 年 11 月 29 日

広島市立大学広島平和研究
所・連続市民講座
2009 年 6 月 26 日

立命館大学朱雀キャンパス
2009 年 6 月 20 日

歴史教育者協議会第 61 回全
国大会全体会
於・札幌市教育文化会館
2009 年 8 月 1 日

『ヒューマンライツ』250 号
（2009 年 1 月号）2-8 頁
（社）部落解放・人権研究所

岡本非暴力平和研究所ニュー
ズレター Vol.3 No.2　2 頁
岡本非暴力平和研究所

『ブリタニカ国際年鑑　2009
年版』ブリタニカ・ジャパン
社

“Japan’s Contribution to Global 
Constitutionalism”

“Japan’s Constitutional Pacifism and Global Civil 
Society”

＜学会発表＞

「憲法政策を議論する」

「平和を担保する──シティズンシップの可能性」

「修復的正義と平和構築」

＜講演＞

「憲法第 9条の政策論── NGOと新しい世界秩序」

＜シンポジウム＞

「私たちにとっての加藤周一」フォーラム in京都

「子どもを真ん中に、日本国憲法と未来をつなぐ」

＜その他の文筆活動＞

「インタビュー　政治を主権者のものに─オバマ大
統領誕生から考える」

「不処罰の暴力、処罰の暴力」

清本　修身

＜その他の文筆活動＞

「東南アジア 4カ国の情勢分析」
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2009 年 3 月

2009 年 11 月

2009 年 6 月

2009 年 11 月

2009 年 11 月

2009 年 6 月

2009 年 2 月

2009 年 3 月

2009 年 10 月

「グローバル化の現代―現状
と課題」第二巻　pp.273-297
御茶の水書房

JICAミャンマー研究会
2009 年 11 月 27 日

「国際協力キャリアーフェア
in 京都」　立命館大学キャリ
アーセンター，国際関係学部
他　2009 年 6 月 13 日

ＥＵ駐日欧州委員会代表部
立命館大学
2009 年 11 月 8 日

武者小路公秀編『人間の安全
保障―国家中心主義をこえ
て』所収 第 4章担当
pp.93-108　ミネルヴァ書房

日韓国際セミナー「社会的再
生産と移民労働―東アジアの
現場から」立命館大学朱雀
キャンパス 2009 年 6 月 21 日

青山弘之・末近浩太共著
岩波書店

篠田武司・西口清勝 ･松下冽
編著『グローバル化とリー
ジョナリズム』（シリーズ　
グローバル化の現代：現状と
課題　第Ⅰ巻）pp. 299-325　
所収　御茶の水書房

『立命館国際研究』
第 22 巻第 2号  pp.101-136
立命館大学国際関係学会

小山　昌久

＜著書＞

『グローバル化とリージョナリズム』第 10 章　東ア
ジアにおける移行国家とリージョナリズム（共著）

＜調査報告＞

「ミャンマーのインフラ整備」（現地出張調査報告）

＜シンポジウム＞

「日本の国際協力の現状と求められる人材像」
（コーディネーター）

欧州連合（EU）地域セミナー／ＥＵ環境セミナー
（モデレーター）

佐藤　誠

＜著書＞

「人間の安全保障と日本の外交政策」

＜報告＞

「人間安全保障からみた国際人口移動と社会的再生
産」

末近　浩太

＜著書＞

『現代シリア・レバノンの政治構造』（共著）

「中東におけるリージョナリズム」

＜論文＞

「抵抗と革命をむすぶもの（１）―レバノン・ヒズブッ
ラーの誕生（1982 ～ 85 年）」
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2009 年 2 月

2009 年 8 月

2009 年 12 月

2009 年 2 月

2009 年 3 月

2009 年 5 月

2009 年 1 月

2009 年 9 月

＜研究発表＞

「イラン・イスラーム革命とレバノンのシーア派：
アマルからヒズブッラーへ（1978 ～ 1982 年）」

「もう一つの『国家の殻』：非公的主体のシリア・レ
バノン政治」

“Redefining Resistance: Hizballah’s Public 
Services and ‘Mujtama‘ al-Muqawama’”

高橋　伸彰

＜著書＞

「人は文明のみで生きるにあらず」（共著）

＜論文＞

「思想や精神の経済に及ぼす影響力を究明」
（ウェーバー『プロティスタンティズムの倫理と資
本主義の《精神》』）

「飛躍する資本主義の起動力を理論化」
（シュムペーター『経済発展の理論』）

＜研究発表＞

「ポスト新自由主義の世界秩序」

「鳩山政権への提言」

NIHUプログラム・イスラー
ム地域研究・京都大学拠点・
ユニット 1「国際関係のなか
の国際組織」ワークショップ
「イラン・イスラーム革命 30
周年：中東諸国への政治・経
済的インパクト」於・京都大
学　2009 年 2 月 28 日

科学研究費補助金基盤研究 B
「現代東アラブ地域の政治主
体に関する包括的研究 :非公
的政治空間における営為を中
心に」研究会　於・ダマスカ
ス・ウマイヤホテル
2009 年 8 月 5 日

IAS Second International 
Conference, “New Horizons 
in Islamic Area Studies: 
Identities, Coexistence and 
Globalization”
於・カイロ・マリオットホテル
2009 年 12 月 11 日～ 12 日

山口二郎編著『ポスト新自由
主義』第 3章　pp.137-182
七つ森書館

週刊『東洋経済』2009 年 3
月 28 日号　pp.136-139
東洋経済新報社

週刊『東洋経済』2009 年 5
月 23 日号　pp.118-121
東洋経済新報社

公開シンポジウム（山口二郎，
杉田敦他）『生活研ブックス
28』2009 年 4 月号　生活経
済政策研究所
2009 年 1 月 7 日

座談会（山口二郎，杉田敦他）
『生活研ブックス 30』2009 年
11 月号　生活経済政策研究
所　2009 年 9 月 4 日～ 5日
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2009 年 3 月

2009 年 3 月

2009 年 3 月

2009 年 9 月

2009 年

2009 年 10 月

2009 年 7 月

2009 年 7 月

＜講演＞

「日本経済の混迷と構造転換の可能性」

竹内　隆夫

＜論文＞

「バーンと家族―タイ家族の基層を求めて―」

＜調査報告＞

「タイ農村の伝統的価値の持続と変容」

＜その他の執筆活動＞

「家族・親族」「家族計画」「屋敷地共住集団」「ロー
イエット」

龍澤　邦彦

＜論文＞

「グローバル法とトランスナショナル（民際的な）
憲法主義」

＜研究会・司会＞

「国際思想における共和主義の影響－システム理論
からの考察－」立命館大学　川村仁子（司会　龍澤
邦彦）

中川　涼司

＜著書＞

『東アジアの企業経営　多様化するビジネスモデル』
（共編著）

「東アジアにおけるビジネスモデル」

立命館大学土曜講座　立命館
大学　末川記念会館講義室
2009 年 3 月 14 日

『立命館国際研究』
第 21 巻第 3号  pp.181-204
立命館大学国際関係学会

『東アジアにおける「地方的
世界」の基層・動態・持続可
能な発展に関する研究』
pp.151-157　平成 19 年度～
平成 22 年度科学研究費補助
金（基盤研究 A）研究成果中
間報告書（平成 20 年度）

日本タイ学会編『タイ事典』
めこん

『憲法研究（The Journal of 
constitutional law）』41 巻
pp.113-131　憲法学会

憲法学会第 102 回総会並びに
研究集会　京大会館
2009 年 10 月 3 日

中川涼司・高久保豊編共編
ミネルヴァ書房

中川涼司・高久保豊編『東ア
ジアの企業経営　多様化する
ビジネスモデル』所収　1-20
頁　ミネルヴァ書房
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「東アジアにおける企業経営の展望」

「CIO－中国における現状と課題―」（共著）

＜論文＞

「中国の経済成長方式の転換と成熟した消費社会へ
の展望」

「中国電気通信コモンキャリアにおける『官僚企業
家』－中国における IT企業家と社会的形成モデル
２－」

＜学会報告＞

「中国の IT企業家と社会的形成モデル」

＜調査報告＞

「中関村科技園区海淀園創業服務中心調査記録」（共
著）

『日中経済交流 2008 年―世界同時不況に協調対応を
―』（共著）

「IT－電気通信業の再編」

「IT―家電下郷等により回復傾向へ」

中逵　啓示

＜著書＞

「東アジア金融統合の国際政治」

2009 年 7 月

2009 年 7 月

2009 年 6 月

2009 年 12 月

2009 年 9 月

2009 年

2009 年 3 月

2009 年 7 月

2009 年 10 月

2009 年 12 月

中川涼司・高久保豊編『東ア
ジアの企業経営　多様化する
ビジネスモデル』所収　281-
288 頁　ミネルヴァ書房

李東・中川涼司（共著）中川
涼司・高久保豊編『東アジア
の企業経営　多様化するビジ
ネスモデル』所収　207-228
頁　ミネルヴァ書房

『東亜』No.504　28-39 頁
霞山会

『立命館国際研究』
第 22 巻第 2号  pp.137-160
立命館大学国際関係学会

日本経営学会第 83 回大会
ワークショップ「アジアの新
世紀―国際移動する人材―」
九州産業大学
2009 年 9 月 3 日

中川涼司・夏目啓二・羽渕貴
司・陸雲江共著『経営学論集』
（龍谷大学）第 49 巻第 2号

担当箇所：第Ⅱ部中国の産業
動向と日本　第 2章製造業　
第 7 節　情報通信機器 243-
250 頁　日中経済協会

中国マーケットレポート「IT」
2009 年 7 月号　http://www.
x i n h u a . j p / s e a s o n a l _
report/232542/新華通信ネッ
トジャパン

中国マーケットレポート「IT」
2009 年 10 月号　http://www.
x i n h u a . j p / s e a s o n a l _
report/237808/新華通信ネッ
トジャパン

『国際政治―アジア新秩序へ
の道程―』第 158 巻　57-74
頁　国際政治学会発行
有斐閣発売
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2009 年 3 月

2009 年 6 月

2009 年 3 月

2009 年 3 月

2009 年 11 月

2009 年 11 月

2009 年 12 月

2009 年 12 月

＜論文＞

"Prime Minister in Command: Koizumi and 
Abduction Question Revisited"

中戸　祐夫

＜論文＞

"Six Party Talks: The Sixth Round Talks and its 
Future Prospect"

中本　真生子

＜その他の執筆活動＞

「ケ・ブランリー美術館：〈平等〉か、〈過去の克服〉
か」（研究ノート）

西村　智朗

＜論文＞

「グローバル化と環境規制－多数国館環境協定の現
状と課題－」

＜講演＞

温暖化防止制度の現状と「ポスト京都」

国際環境法と「ポスト京都」

原　毅彦

＜論文＞

「〈神話〉を見る、〈レヴィ＝ストロース〉を聴く」

＜翻訳＞

レヴィ＝ストロース「熱帯への返礼として」

『立命館国際研究』
第 21 巻第 3号  pp.205-220
立命館大学国際関係学会

『立命館国際研究』
第 22 巻第 1号　pp.89-99
立命館大学国際関係学会

西川長夫他編『グローバリ
ゼーションと植民地主義』
人文書院

中島茂樹・中谷義和編『グロー
バル化と国家の変容「グロー
バル化の現代―現状と課題」
第一巻』　185-212 頁　お茶の
水書房

駐日欧州連合代表部主催・
EU地域セミナー　立命館大
学衣笠キャンパス
2009 年 11 月 8 日

亀山市・かめやま環境市民大
学　亀山市総合保健福祉セン
ター　2009 年 11 月 25 日

『現代思想』Vol.38-1
（2009 年 12 月刊）青土社

『現代思想』Vol.38-1
（2009 年 12 月刊）青土社
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星野　郁

＜論文＞

「ヨーロッパの金融構造の変貌と金融危機」

本名　純

＜論文＞

「インドネシアにおける「犯罪との戦い」―非国家
主体の暴力をめぐる治安機構の政治」

＜学会発表＞

“The Network of Drug-Trafficking and Politics of 
'War on Drugs' in Southeast Asia: Insights from 
Indonesia”

“Japan's External Threat Perceptions and Role in 
Regional Security”

“Global Crime, Regional Security, and Domestic 
Politics: ‘War on Drugs’ in Indonesia,”

＜研究発表＞

“Crime at Sea and Human Insecurity in 
Southeast Asia: Toward a New Paradigm of 
Maritime Security Cooperation”

2009 年 3 月

2009 年 12 月

2009 年 2 月

2009 年 3 月

2009 年 6 月

2009 年 3 月

『世界経済評論』
Vol.53.  No.3. pp.22-32
世界経済研究協会

日本比較政治学会編『年報政
治学 2009-II　政治における
暴力』pp.70-86　木鐸社

International workshop, 
"Political Network in Asia," 
organized by GRIPS Global 
COE Program (The 
Transferability of East Asia 
Development Strategies)　
28 February 2009.

International Conference on 
"The Philippines and Japan 
in East Asia and the World: 
Interests, Identity and 
Roles," organized by the 
University of the 
Philippines's Asia Center in 
partnership with the Japan 
Foundation Manila and 
with the support of the Asia 
Foundation, March 19-20, 
2009.

1st Joint Symposium of 
Korean Association of 
Southeast Asian Studies 
(KASEAS) and Center for 
Southeast Asian Studies 
(CSEAS), Kyoto University, 
at Gyeongsang National 
University, South Korea,
20 June 2009.

International Symposium 
on Human Security in 
ASEAN Integration, 
organized by JICA Research 
Institute, 30 March 2009.
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2009 年 6 月

2009 年 10 月

2009 年 2 月

2009 年 5 月

2009 年 6 月

2009 年 7 月

2009 年 11 月

2009 年 1 月

“Crime at Sea and Human Insecurity in 
Southeast Asia (1): Factors, Dilemmas and 
Macro-Agendas,” “Crime at Sea and Human 
Insecurity in Southeast Asia (2): Regional Law-
Enforcement Cooperation”

“Japan and Responsibility to Protect: A 
Breakthrough for Paradigm Shift and Policy 
Re-contextualization?”

＜講演＞

「インドネシア 2009 年総選挙・大統領選挙の展望」

「東南アジアを考える～歴史・日本外交・犯罪」

“Strategic Partnership between TNI and SDF in 
the Age of ASEAN Integration,”

「2009 年インドネシア大統領選挙を考える」

“Mainstreaming Indonesia’s Democratic 
Experiments in Southeast Asia”

益田　実

＜著書＞

「超国家的統合の登場、1950 － 58 年―イギリスは
船に乗り遅れたのか？―」（共著）

ASEAN-ISIS-JICA 
Symposium on Human 
Security in ASEAN 
Integration and Maritime 
Security in Southeast Asia, 
at Four Seasons Hotel, 
Jakarta, 22-23 June 2009.

Responsibility to Protect 
Study Group Inception 
Meeting, Centre for Non-
Traditional Security 
Studies, Rajaratnam School 
of International Studies, 
Bali, 23 October 2009

国際情勢研究会
2009 年 2 月 13 日

警察大学校国際協力専科
2009 年 5 月 29 日

Japanese Self-Defense 
Forces Day Seminar, 
organized by Japanese 
Embassy, Jakarta, 25 June 
2009.

2009 年ジェトロ・アジア経済
研究所夏期公開講座
JETRO 2009 年 7 月 24 日

International Forum, 
“Demoracy as a Regional 
Strategic Agenda,” The 
Habibie Center’s 10th 
Anniversary, Jakarta,
11 November 2009.

細谷雄一編『イギリスとヨー
ロッパ̶統合と孤立の二百
年』第 3章 92-121 頁
勁草書房
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2009 年 1 月

2009 年 11 月

2009 年 3 月

2009 年 3 月

2009 年 6 月

2009 年 7 月

2009 年 11 月

2009 年 7 月

2009 年 9 月

＜研究発表＞

シンポジウム：「イギリスとヨーロッパ・日本とア
ジア：孤立と統合・対立と協調」

＜学会発表＞

「Odd Arne Westad, the Global Cold War書評」（討
論者）

松下　冽

＜著書＞

『グローバル化とリージョナリズム』（共編著）

＜論文＞

「グローバル・サウスはグローバル化を飼い馴らせ
るか（上）─試論：グローバル⁄リージョナル⁄ロー
カルの重層的ガヴァナンス─」

[グローバル・サウスはグローバル化を飼い馴らせ
るか（下）─試論：グローバル⁄リージョナル⁄ロー
カルの重層的ガヴァナンス─ ]

「ラテンアメリカの現状と国際政治」

＜講演＞

「国際政治とラテンアメリカの新しい流れ」

＜シンポジウム＞

「新自由主義・NAFTAとメキシコ農村の貧困化」

「岐路に立つ韓国市民運動―日本との対比から―」
（代理報告）

『外交フォーラム』（都市出版
社）2009 年 5 月号掲載北海
道大学高等法政教育研究セン
ターワークショップ　北海道
大学　2009 年 1 月 31 日
（＊「シンポジウム イギリス
は、モデルたりうるか――地
域統合の中のイギリスと日
本」としてシンポジウム内容
を雑誌に掲載）

日本国際政治学会 2009 年度
研究大会分科会 C-2（アメリ
カ政治外交史セッション）
神戸国際会議場
2009 年 11 月 7 日

御茶の水書房

『立命館国際研究』
第 21 巻第 3号  pp.221-243
立命館大学国際関係学会

『立命館国際研究』
第 22 巻第 1号  pp.101-126
立命館大学国際関係学会

『季刊現代の理論』
Vol.20, pp.72-84　明石書店

立命館大阪オフィス講座
2009 年 11 月 18 日

京都大学法経学部
2009 年 7 月 18 日

台湾交通大学
2009 年 9 月 22 日～ 24 日
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2009 年 3 月

2009 年 7 月

2009 年 8 月

2009 年 7 月

2009 年 3 月

2009 年 10 月

2009 年 6 月

2009 年 9 月

松田　正彦

＜論文＞

“Dynamics of rice production development in 
Myanmar: Growth center, technological changes, 
and driving forces”

＜研究発表＞

「ミャンマー・シャン高原における畑作農村の農業
生態学的研究」（口頭・ポスター）

“Intensive Rice Farming in China Border of 
Northern Shan State”

＜その他の執筆活動＞

「ミャンマー・シャン高原における畑作農村の農業
生態学的研究―東南アジア大陸部山地の持続可能な
農業システム構築に向けて」

南野　泰義

＜論文＞

「アイルランド義勇軍」結成に関する一考察―1911-
1913 年―

文　京洙

＜著書＞

『ろうそくデモを超えて―韓国社会はどこに向かっ
ているか』（他の 1名との共編著）

＜論文＞

‘Origins of Current Ptoblems of Korean Residents 
in Japan’

＜シンポジウム＞

「岐路に立つ韓国市民運動―日本との対比から―」
（プロシーディング）

Tropical Agriculture and 
Development 53 (1): 14-27.

旭硝子財団助成研究発表会
ホテルグランドヒル市ヶ谷
2009 年 7 月 15 日

International Seminar 
“Natural Resource 
Management Issues in 
Myanmar”, Ministry of 
Agriculture and Irrigation, 
Nay Pyi Taw, Myanmar
22 August 2009

『旭硝子財団助成成果報告』
（冊子・CD-Rom）

『立命館国際研究』
第 21 巻第 3号  pp.245-267
立命館大学国際関係学会

東方出版

Kyoto Bulletin of Islamic 
Area Studies, 3-1 (July 2009)
pp.192-207　Center for 
Islamic Area Studies at 
Kyoto University

東亜公民社会興公共領域
台湾交通大学人文社会科学研
究中心
2009 年 9 月 22 日～ 24 日
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2009 年 11 月

2009 年 3 月

2009 年 10 月

2009 年 11 月

2009 年 3 月

2009 年 10 月

2009 年 4 月

2009 年 8 月

2009 年 12 月

2009 年 6 月

2009 年 1 月

「解放後の在日コリアン文学概観―金鶴泳の作品を
中心に（ハングル）」（プロシーディング）

森岡　真史

＜論文＞

「経済体制論争の開幕：シェフレとルロワ -ボー
リュー」

＜学会発表＞

「経済体制論争の開幕：シェフレとルロワ -ボー
リュー」

「置塩経済学の理論と方法：一つの批判的評価」

山下　範久

＜著書＞

「グローバリズム、リージョナリズム、ローカリズム」
第 15 章（共著）

『ワインで考えるグローバリゼーション』

＜論文＞

「ポスト・リオリエント第五回　資本主義の再歴史
化」

「ポスト・リオリエント第六回　「平滑空間」と「長
期持続」のあいだ」

「伊東俊太郎著『伊東俊太郎著作集第七巻・第八巻・
第九巻』」（書評）

＜研究会＞

「『長期』とはどれくらい長いのか」（パネリスト報告）

＜講演＞

「メタ普遍主義をめぐって」

2009 年海外同胞釜山国際シ
ンポジウム　海外同胞民族文
学・教育ネットワーク

『立命館国際研究』
第 21 巻第 3号  pp.269-300
立命館大学国際関係学会

比較経済体制学会秋期大会
立命館大学
2009 年 10 月 24 日

経済理論学会全国大会
東京大学
2009 年 11 月 22 日

篠田武司，西口清勝，松下冽
編『グローバル化とリージョ
ナリズム』立命館大学人文科
学研究所研究叢書第 19 輯「グ
ローバル化の現代：現状と課
題」第二巻　御茶の水書房

NTT出版

『季刊 at』第 15 号
pp.153-162　太田出版

『季刊 atプラス』第 01 号
pp.142-155　太田出版

『比較文明』第 25 号
麗澤大学出版会　2008-9 年
pp.215-223　行人社

春季総合研究会「"世界金融
危機 "の歴史的位相」政治経
済学・経済史学会　東京大学
経済学部　2009 年 6 月 27 日

SYNODOS（シノドス）研究
会　シノドス
2009 年 1 月 25 日
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2009 年 10 月

2009 年 11 月

2009 年 11 月

2009 年 12 月

2009 年 9 月

2009 年 12 月

2009 年 1 月

2009 年 8 月

佐賀大学教育学部再チャレン
ジ支援講師招聘事業
佐賀大学教育学部
2009 年 10 月 17 日

Surrey, U.K.: Ashgate 
Publishing, 全 193 頁
ISBN 978-0-7546-6744-5

South Atlantic Modern 
Language Association 
(SAMLA). Atlanta, Georgia. 
7, Nov.,2009

Bulletin de la Société Paul 
Claudel Société Paul 
Claudel

Zeitschrift fur 
Bevolkerungswissenschaft 
33: 3-4: 247-270

Bulletin of Geography: 
Socio-Economic Series 
12/2009

Lecture, Kansai Branch of 
Japan Logistics and 
Shipping Economics 
Association, Kobe University
January 9, 2009 

5th International 
Conference on Population 
Geographies, Dartmouth 
College, USA
August 5-9 2009

「世界システム論をこえて：帝国概念の再導入と長
い 20 世紀」

若菜　マヤ

＜著書＞

Performing the Everyday in Henry James’s Late 
Novels

＜学会発表＞

“Performing the Domestic Order in Henry 
James’s The Golden Bowl”

Michel WASSERMAN

＜論文＞

"La troisième jeunesse de la villa de Chuzenji"
（単著）

Michael SUTTON

＜論文＞

“The Second Demographic Transition: Is there a 
Conventional Wisdom?”

“Lowest-Low Fertility in Japan: Consequences for 
a Once-Great Nation”

＜講演＞

“Technology, Public Policy and the Problem of 
Green Shipping”

＜学会発表＞

“Population Policies and the End of Certainty: 
Characteristics of Below Replacement Fertility in 
Developed Countries”
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2009 年 8 月

2009 年 12 月

2009 年 2 月

2009 年 6 月

2009 年 3 月

2009 年 3 月

Kyoto University, 14th 
Historical Geography 
Conference 
23-27 August 2009

Global Oriental

Pacific Historical Review 
vol. 78 no.1 pp.55-79

Asian Studies Conference 
Japan (ASCJ)　上智大学
2009 年 6 月 20 日～ 21 日

Asia-Pacific College of 
Diplomacy Seminar Series, 
The Australian National 
University

Asia Pacific Seminar Series, 
The Australian Defence 
Force Academy (ADFA)

“Before Low Fertility: The Quiet Revolution in 
Japanese Demography (1948-1973)”

Peter MAUCH

＜著書＞

“The Occupation-era Correspondence of 
Kichisaburo Nomura”

＜論文＞

“A Bolt from the Blue? New Evidence on the 
Japanese Navy and the Draft Understanding 
between Japan and the United States, April 1941”

＜学会発表＞

“The Imperial Japanese Navy and the Foreign 
Policymaking Process: Foreign Ministers Nomura 
Kichisaburo and Toyoda Teijiro”

＜研究発表＞

“Naval Emissary Nomura: Ambassador Nomura’s 
Role in the Japanese-U.S. Negotiations, 1941”

“Naval Emissary Nomura: Ambassador Nomura’s 
Role in the Japanese-U.S. Negotiations, 1941”


